
No. 1

34 － 16
24 － 12
19 － 13
17 － 6

－
－
－

No. S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F No. S PTS 3P 2P FT F
4 * 4 0 2 0 0 4 * 8 2 1 0 0
5 * 22 3 6 1 0 5 * 3 1 0 0 2
6 2 0 1 0 0 6 2 0 1 0 0
7 * 9 1 3 0 1 7 * 5 1 1 0 2
8 * 13 0 4 5 0 8 0 0 0 0 1
9 * 8 2 1 0 0 9 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 1 10 * 2 0 1 0 2
11 8 0 4 0 0 11 0 0 0 0 0
12 4 0 2 0 1 12 0 0 0 0 1
13 3 1 0 0 0 13 - - - - -
14 3 0 1 1 1 14 2 0 1 0 0
15 2 0 0 2 0 15 0 0 0 0 0
16 9 1 3 0 0 16 14 2 4 0 1
17 3 1 0 0 0 17 2 0 1 0 3
18 4 0 2 0 2 18 * 9 0 4 1 2

            
            
            
            
            

HC - HC -
94 9 29 9 6 47 6 14 1 14

S: PTS: ポイント 3P: 2P: FT: F: ファールフリースロー

担当者：二神 信次郎（南予バスケットボール協会） 四国高等学校体育連盟・愛媛県教育委員会・四国バスケットボール協会

第１ピリオド、お互いマンツーマンディフェンスで始まる。序盤高松は、＃１０と＃１８のポストプレーと、３Ｐを絡めて得点を狙う。松山工業は＃５が積
極的なドライブインで対抗する。終盤、松山工業は、ディフェンスのプレッシャーを強め、スティールから得点を奪う。＃７の３Ｐも決まり、主導権を握っ
た松山工業が得点を重ね、３４－１６で終了。
第２ピリオド、松山工業は強力なディフェンスから点差を広げる。高松は、たまらずタイムアウトを取り、オフェンスリバウンド、ルーズボールに果敢に
飛び込むが、得点に結び付けられない。その後も自力に勝る松山工業が着実に得点を重ね、５８－２８で終了。
第３ピリオドは、お互いアウトサイドシュートで得点を奪い合う展開で始まる。その後は、互いに選手交代を繰り返し、１・２年を中心にしたメンバーで
試合を進める。７７－４１で終了。
第４ピリオドも引き続き、１・２年を中心にしたメンバーで始まるが、開始２分で高松が主力選手をコートに戻し反撃を試みる。しかし、思うように得点す
ることができず、９４－４７で試合終了。松山工業の強力なディフェンス力が光った一戦であった。

 宮﨑　智之  / TEAM  迫田　達也  / TEAM
合計 合計

  
  
  

 池内　亮太  松田　大貴 
 曽我部鈴汰  鈴木　　海 
 青木龍之介  井宮　雅裕 

 菊池　雄太  岸下　有希 
 仙波　洋人  東  　貴久 
 髙橋　聖太  稲月　　新 

 萩野　一洋  津川　航輝 
 佐伯　祐輔  竹田　光希 
 亀岡　拓矢  植田　透麻 

 權藤　史也  吉田　翔太 
 東浦　元樹  飯間　駿祐 
 早瀬　陽介  横井　涼亮 

松山工業 ○ ● 高松
94 47

(愛媛１位) (香川４位)

岡山　宣親 

終了時間： 10:30

主審：

副審：

期　　　日：

大会名称： 平成28年度
第69回四国高等学校バスケットボール選手権大会

開催場所： 愛媛県総合運動公園体育館　Ａコート

試合区分： 男子 １回戦

 

2016(H28)年6月18日 (土)

 

 選手名  選手名

 宮本　　尋  吉田　航太 

竹内　大博 

開始時間： 09:00

  

スターター 3ポイントシュート 2ポイントシュート

 松尾　優夢  桑島　瑞貴 

 正岡　広暉  木谷　祐太 
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